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多
国
間
主
義
の
再
建
と
刷
新
に
参
画
し
よ
う

　

―
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
国
連
の
協
力
強
化
で
広
が
る
好
機
―

　

は
じ
め
に

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
は
、
国
連
と
の
協
力

強
化
に
か
つ
て
な
い
ほ
ど
意
欲
的
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
こ
れ

ま
で
も
、
経
済
社
会
理
事
会
と
総
会
で
の
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資

格
を
享
受
し
て
き
た
が
、
ア
ン
ヘ
ル
・
グ
リ
ア
現
事
務
総
長

は
、
よ
り
幅
広
い
分
野
で
連
携
を
拡
充
し
て
い
く
方
針
を
明

　

経
済
協
力
開
発
機
構
（O

rganization for Econom
ic Co-operation and D

evelopm
ent

）
は
、

１
９
６
１
年
、
欧
米
20
カ
国
が
、
第
二
次
大
戦
後
の
欧
州
復
興
計
画
（
マ
ー
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
）
の
実
施

機
関
を
発
展
・
改
編
す
る
形
で
創
設
。
日
本
は
１
９
６
４
年
に
加
盟
。「
軍
事
と
文
化
以
外
す
べ
て
」
と

も
い
わ
れ
る
幅
広
い
分
野
に
お
け
る
実
証
分
析
、
各
国
ラ
ン
キ
ン
グ
や
政
策
提
言
を
行
う
役
割
は
「
世
界

最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
と
称
さ
れ
る
。
ま
た
、
様
々
な
公
共
政
策
に
関
す
る
質
の
高
い
国
際
基
準
の
作

成
と
実
施
、
相
互
監
視
を
通
じ
た
国
際
協
調
を
牽
引
す
る
。
現
在
35
カ
国
が
加
盟
。
本
部
パ
リ
。

確
に
打
ち
出
し
て
い
る
。
最
大
の
要
因
は
、
持
続
可
能
な
開

発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
や
パ
リ
協
定
が
、
す
べ
て
の
ス
テ
ー

ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
、
待
っ
た
な
し
の
状
況
を
迎
え
て
い

る
こ
と
が
あ
る
。
今
こ
そ
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
力
の
見
せ
ど
こ
ろ
、

と
い
う
わ
け
だ
。

　

本
稿
の
狙
い
は
二
つ
あ
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
積
極
路
線
の
背

景
を
概
説
す
る
こ
と
が
ひ
と
つ
。
二
つ
目
は
、
今
後
、
国
連

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
日
本
政
府
代
表
部
参
事
官

安
部
憲
明

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
露
出
が
増
え
る
こ
と
を
念
頭
に
、
国
連
の
場

で
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
関
係
者
と
よ
り
良
く
実
務
を
進
め
る
た
め
の

「
傾
向
と
対
策
」
と
し
て
、
今
後
の
協
力
の
重
点
分
野
や
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
作
業
方
法
の
特
徴
を
紹
介
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
こ
れ
か
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
国
連
の
協
力
が
一
層
拡
充
す

れ
ば
、
お
互
い
に
求
め
る
人
材
の
融
通
度
が
高
ま
る
可
能
性

が
あ
る
。
本
稿
が
、
一
人
で
も
多
く
の
読
者
の
方
々
に
、
異

な
る
国
際
機
関
を
ま
た
い
で
活
動
に
参
画
し
、
存
分
に
腕
を

振
る
い
た
い
と
い
う
意
欲
や
関
心
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
こ
と
を
期
待
す
る
、
と
い
う
意
味
で
は
、
ひ
か
え
め
な
就

職
斡
旋
で
も
あ
る
。

　

背　

景

１　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
取
り
巻
く
環
境
と
戦
略
的
課
題

　
「
大
使
各
位
。
こ
の
ご
時
世
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
対
す
る
朝
野
の

期
待
は
高
い
。
自
転
車
は
漕
ぎ
続
け
な
け
れ
ば
、
倒
れ
て
し

ま
う
で
は
な
い
か
」。
メ
キ
シ
コ
の
外
相
・
蔵
相
を
歴
任
し
、

68
歳
に
し
て
ま
す
ま
す
意
気
軒
昂
な
グ
リ
ア
事
務
総
長
は
、

理
事
会
の
議
長
席
で
松
の
根
の
よ
う
に
足
を
踏
ん
張
り
、シ
ャ

ツ
の
袖
を
ま
く
り
上
げ
て
加
盟
国
代
表
を
前
に
咆
哮
す
る
。

　

な
ぜ
、
い
ま
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
国
連
と
の
協
力
強
化
に
前
向

き
な
の
か
。
多
国
間
主
義
の
危
機
が
叫
ば
れ
、
国
際
機
関
が

存
在
意
義
を
競
い
合
う
「
適
者
生
存
」
の
時
代
に
あ
っ
て
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
を
突
き
動
か
し
て
い
る
の
は
強
い
危
機
感
だ
。
国

連
と
比
べ
れ
ば
、
は
る
か
に
小
さ
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
お
け
る
「
有
用
性
」、
各
国
の
政
策

に
対
す
る
「
影
響
力
」、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
提
供
す
る
国
際
社
会

が
従
う
べ
き
各
種
規
範
・
基
準
の
「
正
統
性
」
の
三
点
セ
ッ

ト
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
至
上
命
題
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
に
は
三
重
苦
が
あ
り
、
加
盟
国
数
は
増
え
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
２
０
０
０
年
に
世
界
の
６
割
を
占
め
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
加
盟
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
合
計
は
、
２
０
３
０
年
に
は
４
割
に

低
落
す
る
と
い
う
趨
勢
的
な
地
盤
沈
下
が
ひ
と
つ
。
ま
た
、

開
発
金
融
は
世
界
銀
行
（「
ザ
・
バ
ン
ク
」）、
マ
ク
ロ
経
済

は
国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）（「
ザ
・
フ
ァ
ン
ド
」）
と
い
っ

た
調
子
に
は
い
か
ず
、
公
共
政
策
の
森
羅
万
象
を
対
象
と
す

る
守
備
範
囲
の
広
さ
ゆ
え
の
「
器
用
貧
乏
」
の
悩
み
が
ふ
た

つ
。
三
つ
目
は
、
昨
今
の
欧
米
各
国
の
主
要
選
挙
で
噴
出
し

た
反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
、
反
多
国
間
主
義
、
反
知
性
主
義
の

嵐
だ
。

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
こ
の
戦
略
的
岐
路
に
立
ち
、
三
本
柱
で
難
局

打
開
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

第
一
の
柱
は
、「
世
界
最
大
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」と「
グ
ロ
ー

バ
ル
・
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
・
セ
ッ
タ
ー
」
と
い
う
本
来
機
能
の

向
上
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
最
近
は
「
シ
ン
ク
（
考
え
る
）
だ

け
で
な
く
ド
ゥ
ー
（
行
動
す
る
）
タ
ン
ク
」
を
標
榜
し
、
例

え
ば
、
パ
ナ
マ
文
書
や
中
国
の
鉄
鋼
過
剰
供
給
な
ど
、
喫
緊

の
問
題
解
決
に
向
け
た
国
際
協
調
を
促
進
す
る
実
績
を
地
道

に
積
み
重
ね
て
い
る
。
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二
本
目
の
柱
は
、
加
盟
拡
大
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
い
ま
や

「
金
持
ち
ク
ラ
ブ
」
を
脱
し
、
地
理
的
に
は
ア
ジ
ア
大
洋
州

や
中
南
米
に
広
が
り
、
経
済
規
模
も
生
活
水
準
も
異
な
る
35

カ
国
に
拡
大
し
て
き
た
。
け
れ
ど
も
、
皮
肉
に
も
、
経
済
的

な
比
重
は
低
下
の
一
途
だ
。
今
後
は
、
近
年
続
い
た
小
国
で

は
な
く
、
よ
り
力
量
の
あ
る
国
を
招
き
入
れ
る
こ
と
が
、
上

述
の
三
点
セ
ッ
ト
に
応
え
る
近
道
だ
と
の
判
断
が
あ
る
。
た

だ
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
普
遍
的
で
は
な
い
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
目
指
す
」
と
の
標
語
に
も
あ
る
と
お
り
、

２
０
１
７
年
の
閣
僚
理
事
会
で
は
、
加
盟
審
査
開
始
の
前
に

申
請
国
に
厳
し
い
要
件
を
課
す
と
と
も
に
、
将
来
の
適
正
規

模
の
目
安
を
50
カ
国
程
度
と
見
込
ん
だ
。「
ミ
ニ
国
連
」
化

は
避
け
る
べ
し
、
と
の
判
断
だ
。

　

三
本
目
の
柱
は
、
他
の
国
際
機
関
や
フ
ォ
ー
ラ
ム
と
の
協

力
だ
。
例
え
ば
、２
０
１
６
年
に
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
レ
ン
ズ
」

を
通
じ
て
業
務
を
総
点
検
し
、
自
ら
の
比
較
優
位
と
他
者
と

の
役
割
分
担
に
基
づ
き
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
し
て
の
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
実
施
し
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
国
連
の
専
売
特
許
と
み
な
し
て
い
な
い
。
自
分

の
仕
事
な
の
だ
。

　

以
上
の
三
本
柱
は
、
連
立
方
程
式
の
よ
う
に
関
連
し
合
い

な
が
ら
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
そ
の
戦
略
方
針
と
し
て
、
①
本
来

機
能
を
と
こ
と
ん
追
求
す
る
、
②
仕
事
の
質
を
落
と
さ
な
い

た
め
に
も
構
成
国
の
規
模
は
適
正
に
保
つ
、
そ
の
上
で
、
③

国
連
な
ど
と
の
協
力
を
通
じ
て
相
乗
効
果
を
図
る
、
と
い
う

「
解
」
を
導
き
出
し
て
い
る
。

２　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
側
の
狙
い

　

急
速
な
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
技
術
革
新
、
そ
れ
に
伴
う
新
た

な
利
得
行
為
の
展
開
に
、
当
局
の
規
制
や
監
視
は
到
底
追
い

つ
け
て
い
な
い
―
。
こ
れ
は
、
現
代
の
公
共
政
策
に
携
わ
る

者
す
べ
て
の
実
感
だ
ろ
う
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
で
す
ら
そ
う

な
の
に
、
途
上
国
も
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
行
動
し
な
け
れ
ば
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
地
球
上
に
張
り
巡
ら
す
国
際
基
準
の
網
は
、
単

な
る「
ザ
ル
」で
し
か
な
い
。
こ
こ
に
来
て
、国
連
の
メ
ン
バ
ー

シ
ッ
プ
の
普
遍
性
と
取
組
へ
の
包
摂
性
、
各
種
規
範
の
拘
束

力
や
政
治
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
さ
、
そ
れ
ら
が
生
み
出

す
高
い
正
統
性
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
に
は
な
い
大
き
な
魅
力
だ
。

　

国
連
と
の
協
力
を
強
化
す
る
方
針
を
、
会
社
の
経
営
判
断

に
た
と
え
れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
さ
し
ず
め
優
れ
た
先
端
技

術
に
基
づ
き
部
品
を
開
発
・
製
造
す
る
中
堅
企
業
の
そ
れ
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
国
連
は
、
い
わ
ば
、
老
舗
の
大
企
業

だ
。
ひ
っ
き
り
な
し
に
出
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
刊
行
物
の
束
を
カ

バ
ン
に
詰
め
、
営
業
・
広
報
部
長
を
兼
ね
て
世
界
中
を
飛
び

回
る
グ
リ
ア
事
務
総
長
の
姿
が
、
最
近
、
ま
す
ま
す
中
堅
企

業
の
社
長
に
見
え
て
き
た
。
社
長
の
胸
算
用
は
、
大
企
業
の

経
営
ノ
ウ
ハ
ウ
の
習
得
、
供
給
網
を
通
じ
た
製
品
の
販
路
拡

大
や
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、
そ
れ
を
通
じ
た
株
主
配
当
増
や

顧
客
満
足
度
の
向
上
と
い
っ
た
と
こ
ろ
だ
ろ
う
。
具
体
的
に

は
、
次
の
３
点
だ
。

　

第
一
は
、
国
連
と
い
う
大
企
業
に
蓄
積
さ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ

を
吸
収
す
る
こ
と
だ
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
知
見
が
浅
い

移
民
や
天
然
資
源
管
理
な
ど
の
分
野
や
、
途
上
国
の
統
計

デ
ー
タ
に
つ
い
て
、
特
に
当
て
は
ま
る
。

　

第
二
は
、
国
連
の
普
遍
的
な
販
路
を
通
じ
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
国
際
基
準
を
含
む
各
種
業
績
を
広
く
普
及
す
る
こ
と
だ
。

こ
の
背
景
に
は
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）

や
20
カ
国
・
地
域
（
Ｇ
20
）
で
の
成
功
体
験
が
あ
る
。
例
え

ば
、
輸
出
入
額
で
は
な
く
付
加
価
値
を
単
位
に
貿
易
実
態
の

把
握
を
可
能
に
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
革
新
的
な
統
計
手
法
は
、

Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
な
ど
で
政
策
協
調
に
不
可
欠
の
根
拠
を
与
え
る

「
ヒ
ッ
ト
商
品
」
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
大
企

業
や
個
人
の
租
税
回
避
行
為
を
防
止
す
る
た
め
の
税
源
浸
食

及
び
利
益
移
転
（
Ｂ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
）
防
止
措
置
に
関
す
る
取
組
は
、

パ
ナ
マ
文
書
問
題
を
契
機
に
、Ｇ
20
首
脳
の
後
押
し
を
得
て
、

２
０
１
６
年
に
94
カ
国
が
参
加
す
る
枠
組
に
発
展
し
、
２
０

１
７
年
に
は
、
67
の
国
と
地
域
の
代
表
が
署
名
し
た
多
国
間

条
約
に
も
結
実
し
た
。
こ
う
し
た
成
功
例
に
な
ら
い
、
次
は

「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
発
・
国
連
経
由
・
多
数
国
着
」
の
販
路
拡
張
の

ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
を
確
立
し
た
い
と
い
う
わ
け
だ
。

　

第
三
の
目
的
は
、
身
内
で
あ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
国
の
国
連

業
務
へ
の
支
援
で
あ
り
、い
わ
ば
、第
一
の
顧
客
の
周
辺
ニ
ー

ズ
へ
の
対
面
サ
ー
ビ
ス
だ
。
か
く
し
て
、
２
０
１
９
年
に
も

常
設
化
さ
れ
る
予
定
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
事
務
所

は
、
パ
リ
の
本
部
か
ら
日
々
送
ら
れ
て
く
る
業
績
を
、
加
盟

国
の
国
連
代
表
部
に
直
配
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

協
力
の
重
点
分
野
と
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
特
徴

　

以
上
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
、
戦
略
的
岐
路
に
立
ち
、
国
連
と
の

協
力
に
活
路
を
求
め
て
い
る
背
景
を
概
説
し
た
。
以
下
は
、
実

務
上
の
若
干
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。

１　

当
面
の
重
点
分
野

　

国
連
と
の
協
力
に
つ
い
て
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
刊
行
物
の
記
述

は
、
焦
り
や
功
名
心
も
あ
っ
て
か
、
総
花
的
で
イ
ン
フ
レ
気

味
だ
。「
あ
れ
も
こ
れ
も
」
で
、
何
が
本
当
に
重
要
な
の
か

分
か
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
比
較
優
位
を
発
揮
し

易
く
、
国
連
と
重
複
す
る
リ
ス
ク
が
少
な
く
、
か
つ
、
取
組

の
主
体
と
受
益
者
が
、
先
進
国
と
途
上
国
、
ま
た
、
政
府
と

市
民
社
会
と
い
う
よ
う
に
縦
横
に
展
開
す
る
可
能
性
を
秘
め

た
取
組
を
、
当
面
の
重
点
分
野
と
し
て
三
つ
の
政
策
群
に
整

理
し
直
し
て
み
た
。

　

第
一
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
実
施
支
援
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
行
動
計
画
」
は
、
専
門
的
知
見
や
グ
ッ
ド
・
プ
ラ
ク

テ
ィ
ス
、
政
策
提
言
等
を
、
国
連
を
含
む
幅
広
い
主
体
に
対

し
て
提
供
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
グ
リ
ア
氏
の
表
現

を
借
り
れ
ば
、「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、
最
優
秀
＂
助
演
＂
俳
優
賞

を
目
指
す
」
の
だ
。
早
速
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
統
計
局
は
、
国
連
の

「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
指
標
に
関
す
る
機
関
間
専
門
家
グ
ル
ー
プ
」
に
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統
計
的
知
見
を
提
供
し
始
め
た
。
ま
た
、
Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ
の
１
６

９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
２
３
０
の
指
標
の
う
ち
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
統

計
デ
ー
タ
が
活
用
で
き
る
半
数
を
越
え
る
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
指

標
を
特
定
し
、
各
国
の
目
標
達
成
状
況
を
「
可
視
化
」
す
る

事
業
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
各
々
の
目
的
地
ま
で

の
距
離
や
方
向
性
を
示
す
「
Ｇ
Ｐ
Ｓ
機
能
（
自
動
車
に
付
い

て
い
る
、
あ
れ
で
す
）」
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。
い
ま

の
と
こ
ろ
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
希
望
す
る
13
カ
国
に
つ
い
て
の
パ

イ
ロ
ッ
ト
段
階
だ
が
、
途
上
国
に
適
用
さ
れ
れ
ば
大
き
な
意

味
が
あ
る
。
ま
た
、
開
発
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
そ
の
も
の
に
つ

い
て
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
開
発
セ
ン
タ
ー
は
、「
施
す
側
」
と
「
施

さ
れ
る
側
」
と
い
う
二
元
論
を
と
ら
ず
、
新
興
ド
ナ
ー
の
台

頭
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
現
代
化
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
積
極
的
に
取
り

込
む
よ
う
努
め
て
い
る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー

な
政
策
論
は
、
グ
ル
ー
プ
毎
の
利
害
対
立
が
先
鋭
化
し
が
ち

な
国
連
の
議
論
の
場
で
重
宝
さ
れ
る
に
違
い
な
い
。「
国
連

ハ
イ
レ
ベ
ル
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
準
備
を
通
じ
た
、
各
国

政
府
の
政
策
的
一
貫
性
の
向
上
や
「
持
続
可
能
な
開
発
の
た

め
の
公
的
総
資
金
（
Ｔ
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｄ
）」
な
ど
の
課
題
に
関
す

る
協
力
が
、
格
好
の
テ
ス
ト
・
ケ
ー
ス
と
な
ろ
う
。

　

二
つ
目
は
、
雇
用
・
社
会
統
合
に
関
す
る
分
野
だ
。
誰
ひ

と
り
と
し
て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
の
影
響
か
ら

逃
れ
ら
れ
な
い
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
は
、格
差
解
消
や
生
産
性
向
上
、

包
摂
的
な
成
長
と
い
う
切
り
口
か
ら
、
教
育
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

や
高
齢
化
に
関
連
す
る
先
進
国
の
取
組
の
政
策
上
の
有
効
性

を
検
証
し
た
事
例
や
デ
ー
タ
を
、
国
連
に
惜
し
み
な
く
提
供

し
て
い
く
考
え
だ
。
特
に
、
人
の
越
境
移
動
に
つ
い
て
は
、

経
済
合
理
性
の
観
点
か
ら
、
基
本
的
に
こ
れ
を
是
と
し
た
上

で
、
社
会
面
で
の
負
の
側
面
を
克
服
す
る
と
い
う
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

の
「
立
ち
位
置
」
は
確
固
不
動
だ
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
、
政
治
か

ら
は
距
離
を
置
く
実
証
的
な
経
済
分
析
や
各
国
比
較
は
、
国

連
の
討
議
に
有
意
な
示
唆
を
与
え
る
だ
ろ
う
。

　

第
三
は
、「
競
争
条
件
の
公
平
化
（
レ
ベ
ル
・
プ
レ
ー
イ

ン
グ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
）」
だ
。
特
に
、
競
争
政
策
や
消
費
者

保
護
、
企
業
統
治
な
ど
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
以
外
に
扱
っ
て
い
る

国
際
機
関
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、途
上
国
か
ら
も
需
要
は
高
い
。

こ
の
分
野
で
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
国
連
の
相
互
補
完
関
係
は
、
例

え
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
外
国
公
務
員
反
贈
賄
条
約
と
国
連
腐
敗
防

止
条
約
、
二
重
課
税
防
止
の
た
め
の
各
々
の
モ
デ
ル
条
約
、

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
多
国
籍
企
業
行
動
指
針
の
下
で
の
「
責
任
あ
る
企

業
行
動
」
に
係
る
各
種
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
「
国
連
ビ
ジ
ネ
ス
と

人
権
に
関
す
る
指
導
原
則
」
な
ど
で
既
に
実
績
が
あ
る
。

２　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
作
業
方
法
の
特
徴

　

さ
て
、「
傾
向
と
対
策
」
の
後
段
と
し
て
、
以
上
の
よ
う

な
協
力
を
通
じ
て
国
連
の
場
に
持
ち
込
ま
れ
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

作
業
方
法
と
し
て
、
知
っ
て
お
い
て
損
は
な
い
点
を
３
点
挙

げ
た
い
。

　

一
つ
目
は
、
理
事
会
と
専
門
委
員
会
と
事
務
局
の
「
三
位

一
体
」
の
関
係
に
お
け
る
、事
務
局
の
主
導
性
だ
。
こ
の
点
、

教
科
書
的
に
は
、
①
理
事
会
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
最
高
意
思
決

定
機
関
、
②
専
門
委
員
会
は
、
担
当
分
野
の
政
策
を
考
え
、

国
際
基
準
を
作
り
、
実
施
状
況
を
監
視
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
活

動
の
主
力
、
③
事
務
総
長
が
率
い
る
事
務
局
は
、
前
二
者
を

補
佐
す
る
機
関
、
と
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
実
態
は
、

３
期
目
（
任
期
５
年
）
を
迎
え
た
老
練
な
グ
リ
ア
事
務
総
長

の
「
一
強
」
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
だ
。
他
方
、
氏
の
成

果
・
ス
ピ
ー
ド
重
視
の
剛
腕
ぶ
り
は
、
常
に
見
切
り
発
車
気

味
で
、
事
あ
る
毎
に
加
盟
国
代
表
部
か
ら
厳
し
く
咎
め
ら
れ

て
い
る
。
国
連
側
で
は
、
こ
の
よ
う
な
「
三
位
が
必
ず
し
も

一
体
で
は
な
い
」実
態
に
よ
く
よ
く
注
意
し
な
い
と
危
な
い
。

　

二
つ
目
は
、
意
外
か
も
し
れ
な
い
が
、
指
標
化
に
馴
染
む

物
質
的
豊
か
さ
だ
け
で
は
な
く
、
人
生
の
各
段
階
に
お
け
る

自
己
実
現
こ
そ
を
豊
か
さ
（well-being

）
の
本
質
と
と
ら

え
、
そ
の
た
め
の
人
間
一
人
ひ
と
り
の
能
力
開
発
と
そ
れ
を

可
能
に
す
る
環
境
整
備
に
力
点
を
置
く
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
基
本
姿

勢
だ
。
こ
れ
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
建
物
に
入
る
と
多
く
目
に
す

る
，「
よ
り
よ
い
生
活
の
た
め
の
よ
り
よ
い
政
策
（B

etter 
P

olicies F
or B

etter L
ives

）」
と
い
う
標
語
に
集
約
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
人
間
の
安
全
保
障
」
と
親
和
性
の

高
い
発
想
で
あ
り
、
両
者
が
共
鳴
す
る
こ
と
で
国
際
協
調
上

の
相
乗
効
果
が
期
待
さ
れ
る
。

　

第
三
の
特
徴
は
、「
分
析
」
と
同
じ
く
ら
い
「
統
合
」
を

重
視
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
組
織
文
化
だ
。
物
事
を
因
数
分
解
す

る
手
法
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
真
骨
頂
だ
が
、
同
時
に
、
近
年
は
、

大
組
織
の
宿
痾
と
も
い
え
る
「
蛸
壺
化
」
を
防
ぐ
ベ
ク
ト
ル

も
強
く
志
向
さ
れ
て
い
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
や
生
産
性
革
命
な

ど
の
新
し
い
政
策
課
題
を
前
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
事
務
局
が
擁
す

る
１
６
０
０
人
の
専
門
家
の
「
集
団
視
野
狭
窄
」
が
生
じ
れ

ば
世
の
中
に
有
害
で
す
ら
あ
ろ
う
。
国
連
も
官
僚
組
織
の
悩

み
は
同
じ
だ
。
両
者
が
緊
密
な
協
力
を
通
じ
、
分
野
横
断
的

な
取
組
や
手
法
を
、互
い
に
切
磋
琢
磨
し
て
い
け
れ
ば
良
い
。

　

今
後
の
課
題

　

最
後
に
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
側
か
ら
見
え
る
課
題
を
３
点
挙
げ
た
い
。

　

第
一
は
、
国
連
と
、
個
々
の
協
力
を
通
じ
、
目
標
を
す
り

合
わ
せ
、
作
業
の
重
複
や
齟
齬
を
回
避
し
、
相
乗
効
果
を
最

大
化
す
る
た
め
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
確
立
し
て
い
く
こ
と
が
急

務
だ
。
二
つ
目
は
、
国
連
と
の
協
力
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
全
体
均
衡
の
中
で
一
定
の
外
部
効
果
を
生
む
こ

と
に
留
意
し
、
世
銀
、
Ｉ
Ｍ
Ｆ
や
Ｗ
Ｔ
Ｏ
等
と
の
役
割
分
担

と
連
携
の
「
最
適
点
」
を
動
態
的
に
探
求
し
て
い
く
こ
と
だ
。

最
後
は
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
の
意
見
集
約
と
い
う
足
元
の
課
題
だ
。

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
内
に
は
、
依
然
と
し
て
、
リ
ソ
ー
ス
が
非
加
盟
国

の
便
益
に
振
り
分
け
ら
れ
る
こ
と
へ
の
反
対
、
途
上
国
を
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
基
準
に
従
わ
せ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
結
果
、
各

種
基
準
の
質
が
下
が
る
こ
と
へ
の
警
戒
、
国
連
の
「
下
請
け

子
会
社
」
化
と
周
辺
化
へ
の
不
安
、
さ
ら
な
る
器
用
貧
乏
を

助
長
し
か
ね
な
い
こ
と
へ
の
懸
念
も
根
強
い
。
国
連
と
の
協
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力
で
「
何
を
ど
こ
ま
で
や
る
か
」
と
い
う
問
い
は
、
煎
じ
詰
め

れ
ば
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
で
求
心
力

を
失
わ
な
い
た
め
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
・
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
自

身
の
問
題
に
帰
着
す
る
。
こ
の
点
、
他
者
と
の
関
わ
り
に
お
い

て
、
自
画
像
の
輪
郭
や
持
ち
味
が
明
ら
か
に
な
る
と
い
う
の
も

人
間
真
理
の
一
面
だ
ろ
う
。

　
お
わ
り
に

　

グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
や
知
性
主
義
が
逆
風
に
晒
さ
れ
る
中
、
第

二
次
大
戦
後
、
独
特
の
目
的
や
経
緯
、
構
成
国
や
機
能
の
発
展

を
辿
っ
て
き
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
、
最
も
普
遍
的
な
国
際
機
関
で
あ

る
国
連
と
の
協
力
は
、
多
国
間
主
義
の
新
た
な
地
平
を
広
げ
る

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
稿
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
が
在
る
現
在
地

か
ら
、国
連
と
の
協
力
の
方
向
性
と
若
干
の
課
題
を
展
望
し
た
。

　

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
と
国
連
と
の
協
力
拡
充
は
、

有
為
な
人
材
の
相
互
交
流
を
招
か
ず
に
は
お
か
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
点
、
現
実
は
実
に
厳
し
い
。
２
０
１
６
年
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の

管
理
・
専
門
職
ポ
ス
ト
へ
の
外
部
応
募
者
の
所
属
元
の
う
ち
、

第
１
位
は
、
欧
州
委
員
会
（
３
５
８
人
）、
こ
れ
に
２
位
の
世

界
銀
行
グ
ル
ー
プ
（
２
９
０
人
）、
国
連
開
発
計
画
（
Ｕ
Ｎ

Ｄ
Ｐ
、４
位
）、国
連
科
学
教
育
文
化
機
関
（
Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
、

５
位
）、
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
Ｆ
Ａ
Ｏ
、
６
位
）、
そ
し
て

国
連
本
部（
８
位
ま
で
下
が
っ
て
89
人
）と
国
連
フ
ァ
ミ
リ
ー

が
ひ
し
め
き
合
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
10
位
に
入
っ
た
国

連
機
関
か
ら
の
応
募
総
数
７
０
０
名
余
り
に
対
す
る
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
側
の
採
用
人
数
は
、
わ
ず
か
22
名
。
倍
率
に
し
て
33
倍
。

ち
な
み
に
、
宝
塚
音
楽
学
校
の
毎
年
の
入
試
倍
率
は
、
平
均

20
倍
ぐ
ら
い
。
両
者
の
人
材
交
流
に「
つ
ぶ
し
が
効
か
な
い
」

現
状
に
、
つ
い
つ
い
溜
息
が
出
そ
う
に
な
る
が
、
今
後
、
こ

の
狭
き
門
は
、
扉
を
叩
く
者
に
開
か
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
本
稿
が
、
日
本
人
の
有
志
の
方
々
が
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

と
国
連
で
の
勤
務
や
関
与
を
通
じ
、
多
国
間
主
義
や
国
際
協

調
の
再
建
と
刷
新
を
図
る
と
い
う
有
意
義
な
事
業
に
参
画
さ

れ
る
上
で
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
な
お
、
本
稿
で
述
べ
ら
れ
た
意
見
や
見
解
は
全
て
筆
者
個

人
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
筆
者
が
所
属
す
る
組
織
の
立
場
を

一
切
示
す
も
の
で
は
な
い
。）
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